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『
史
泉
』
投
稿
規
定

一
、
種
類
と
枚
数

論
文
六
〇
枚
以
内
、
研
究
ノ
ー
ト
、
史
料
紹
介
、
学
界
動
向
四
〇
枚
以
内
、
書
評
二
〇
枚
以
内
、
紹
介
五
枚
以
内

（
い
ず
れ
も
注
、
図
、
表
、
写
真
な
ど
を
含
め
て
四
〇
〇
字
詰
換
算
）

二
、
留
意
事
項

①
原
稿
は
ワ
ー
ド
・
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
原
稿
（
完
成
原
稿
）
で
ご
提
出
下
さ
い
。
詳
し
く
は
一
〇
六
号
の
「
電
子
媒
体
で
の
執
筆
要
項
」

を
ご
覧
下
さ
い
。

⑴
印
字
原
稿
と
フ
ァ
イ
ル
を
収
め
た
記
録
媒
体
と
も
に
ご
提
出
下
さ
い
。
掲
載
の
場
合
は
い
ず
れ
も
返
却
し
ま
せ
ん
の
で
、
印
字
原

稿
、
記
録
媒
体
内
の
フ
ァ
イ
ル
い
ず
れ
も
コ
ピ
ー
を
取
っ
て
お
い
て
下
さ
い
。

⑵
印
字
原
稿

○
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
無
地
紙
を
使
用
し
て
下
さ
い
。
原
稿
用
紙
に
は
印
字
し
な
い
で
下
さ
い
。

○
一
ペ
ー
ジ
あ
た
り
一
二
〇
〇
字
を
目
安
に
、
縦
組
み
の
場
合
は
原
稿
も
必
ず
縦
書
き
で
、
横
組
み
の
場
合
は
原
稿
も
必
ず
横
書

き
で
印
字
し
て
下
さ
い
。
ま
た
上
下
左
右
に
十
分
な
余
白
を
取
っ
て
下
さ
い
（
各
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
）。

⑶
記
録
媒
体

記
録
媒
体
は
一
般
的
に
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
媒
体
を
ご
利
用
下
さ
い
。「
発
表
論
文
目
録
」
は
で
き
る
だ
け
左
記
の
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
に
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
で
お
送
り
下
さ
い
。
ま
た
、
外
部
に
執
筆
者
氏
名
、
フ
ァ
イ
ル
名
及
び
使
用
ソ
フ
ト
名
を
書
き
添

え
て
下
さ
い
。
本
号
掲
載
の
「
会
員
発
表
論
文
目
録
」
の
電
子
メ
ー
ル
で
の
書
式
に
つ
い
て
を
御
参
照
下
さ
い
。

②
や
む
を
得
ず
手
書
き
原
稿
と
な
る
場
合
は
、
四
〇
〇
字
詰
ま
た
は
二
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
を
利
用
し
、
完
成
原
稿
で
ご
投
稿
下
さ

い
。
必
ず
原
稿
の
コ
ピ
ー
を
お
手
も
と
に
お
い
て
下
さ
い
。

③
図
、
表
、
写
真
な
ど
の
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
実
費
を
頂
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
原
則
と
し
て
折
り
込
み
は
行
い
ま
せ
ん
。

④
投
稿
の
際
に
は
、「
投
稿
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
添
え
て
下
さ
い
。

三
、
採
否
等

①
『
史
泉
』
に
投
稿
さ
れ
た
論
文
・
研
究
ノ
ー
ト
の
採
否
に
つ
い
て
は
、
審
査
員
の
査
読
を
経
て
、
編
集
委
員
会
に
お
い
て
決
定
し
ま

す
。
審
査
員
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
ま
す
（
注：
こ
の
規
定
は
一
〇
九
号
よ
り
適
用
し
ま
す
）。

②
掲
載
原
稿
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

③
論
文
、
研
究
ノ
ー
ト
、
史
料
紹
介
、
学
界
動
向
、
書
評
の
執
筆
者
に
は
抜
刷
を
三
〇
部
進
呈
し
ま
す
。
そ
れ
を
超
え
る
分
に
つ
い
て

は
実
費
と
な
り
ま
す
。

四
、
原
稿
の
締
切

三
月
末
日
及
び
九
月
末
日
で
す
。
な
お
、『
史
泉
』
の
刊
行
は
年
二
回
（
七
月
末
日
、
一
月
末
日
）
で
す
。

五
、
原
稿
の
提
出
先
及
び
「
投
稿
申
込
書
」
請
求
先

関
西
大
学
文
学
部
総
合
人
文
学
科

歴
史
学
・
地
理
学
系
合
同
研
究
室

〒
五
六
四
―
八
六
八
〇

大
阪
府
吹
田
市
山
手
町
三
―
三
―
三
五

電
話

〇
六
―
六
三
六
八
―
〇
三
二
五

電
子
メ
ー
ルshichi@

cm
.kansai−

u.ac.jp



お
知
ら
せ
と
お
願
い

一
、
こ
の
た
び
投
稿
規
定
を
一
部
改
定
し
、「
紹
介
」
の
枚
数
を
五
枚

以
内
と
改
め
ま
し
た
。
新
し
い
投
稿
規
定
を
本
号
に
掲
載
し
て
お
り

ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

二
、
本
誌
の
原
稿
締
切
日
は
三
月
末
日
及
び
九
月
末
日
、
刊
行
日
は
七

月
末
日
及
び
一
月
末
で
す
。
次
号
（
第
一
一
九
号
）
の
原
稿
締
切
日

は
二
〇
一
三
年
九
月
末
日
、
刊
行
日
は
二
〇
一
四
年
一
月
末
日
と
な

り
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。

三
、
本
誌
に
「
会
員
の
発
表
論
文
目
録
」
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
会

員
の
皆
様
の
発
表
論
文
等
を
当
会
宛
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
次
号

（
第
一
一
九
号
）
で
は
二
〇
一
三
年
四
月
か
ら
十
月
ま
で
に
発
表
さ

れ
た
論
文
な
ど
が
掲
載
対
象
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
お
知
ら
せ
い
た

だ
く
際
に
は
、
実
際
の
掲
載
例
を
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
書
誌
情
報

に
遺
漏
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。shichi@

cm
.kansai−

u.ac.jp

宛
に
電
子
メ
ー
ル
に
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

四
、
今
後
会
員
の
博
士
論
文
題
目
を
随
時
掲
載
い
た
し
ま
す
。
今
年
度

以
降
博
士
号
を
取
得
さ
れ
た
方
は
、
氏
名
・
博
士
論
文
題
目
・
博
士

号
取
得
機
関
・
取
得
年
月
日
をshichi@

cm
.kansai−

u.ac.jp
宛
に

電
子
メ
ー
ル
に
て
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

本
号
編
集
委
員

（
※
編
集
責
任
者
）

西
本

昌
弘

新
谷

英
治

芝
井

敬
司

※
木
庭

元
晴

山
口

哲
史

佐
藤
も
も
こ

千
葉
美
保
子

舟
越

寿
尚

編
集
後
記

『
史
泉
』
第
一
一
八
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
本
号
で
は
論
説
四
稿

が
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ご
味
読
く
だ
さ
い
。

二
〇
一
一
年
七
月
発
行
の
、
一
一
四
号
で
編
集
後
記
を
書
か
せ
て
い
た

だ
い
て
か
ら
、
丸
二
年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。
全
く
の
私
事
で
す
が
、

先
日
、
友
を
訪
ね
て
宮
城
県
牡
鹿
郡
女
川
町
を
、
東
日
本
大
震
災
後
、
ま

た
人
生
で
初
め
て
訪
れ
ま
し
た
。
当
地
で
は
、
未
だ
被
災
の
爪
あ
と
が
残

る
も
の
の
、
友
人
や
そ
の
ご
家
族
、
地
域
の
方
々
に
も
歓
迎
さ
れ
、
メ
イ

ク
ア
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
か
ら
八
百
屋
に
転
身
し
た
友
も
、
輝
き
を
取
り

戻
し
て
い
ま
し
た
。
津
波
で
祖
母
を
亡
く
し
た
友
を
励
ま
す
た
め
に
訪
れ

た
つ
も
り
が
、
逆
に
私
が
元
気
を
い
た
だ
い
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

皆
様
の
日
頃
の
研
究
成
果
の
ご
寄
稿
を
、
編
集
委
員
一
同
、
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

（
舟
越
）

史

泉

第
一
一
八
号

二
〇
一
三
年
七
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一
日
発
行

〒
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大
阪
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田
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山
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│
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│
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五
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史
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兼
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学
史
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会

振
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〇
〇
九
七
〇
│
七
│
二
六
〇
一
六

電
話
（
〇
六
）
六
三
六
八
│
〇
三
二
五

〒
６１５―
００５２

京
都
市
右
京
区
西
院
清
水
町
一
三

印
刷
者

協

和

印

刷

株

式

会

社

電
話
（
〇
七
五
）
三
一
二
│
四
〇
一
〇


